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地域ごとの資産保有の最適化検討に係るワークショップ 

地域の公共施設の未来を考えるワークショップ第 2 回 

幸区｜開催結果まとめ 
開催概要 

○実施⽇時・場所 
・2024 年 2 ⽉ 10 ⽇（⼟）14:00〜17:00   

○場所 
・幸区役所４階 第１〜４会議室 

○参加⼈数 
・参加者 22 名（事前申込 43 名、⽋席者 21 名） 

○アンケート回答者数 
・22 名（100 %） 
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結果の概要 

グループ グループのまとめ 

2G 

「JR 川崎駅の近くに便利な公共サービス、施設を集約する」 
駅近くの (可変できる⾃由な)多⽬的ホール・にぎわいづくりのアクション、改札もセット
で回遊性つくる 

「働いている⼈(単⾝者が少ない)が帰ってきてから使える場所があると良い」 
公共施設↔⺠間施設の境をなくした運⽤をしよう→(例)場所を市が借りて市⺠へ 

「市内、区内の様々な⺠間企業と協業した新たな働き⽅」 
 ⼤学との連携、⼦どもの体験、コワーキングスペース、国際交流できる働き⽅ 
「多摩川沿いはおしゃれでゆったり過ごせる場所に」 
 ⽔辺と親和性のあるスポーツ、散歩などのゆっくりした過ごし⽅→多様な選択肢から選べ

る 

3G 

「困ってる⼈も助けたい⼈もすぐにつながるために、マッチングできるしくみがあるまち
に」 

「⾼齢になっても安⼼して、⾃分らしく⽣きられるために、多様なサービスが集約されたエ
リアづくりをする」 

「今の資源を最⼤限に活⽤し、多様なニーズに対応するため、歩いて⾏ける⾝近な学校をよ
りフレキシブル（時間、空間、⽬的）に活⽤する」 

4G 

「⼟⼿が⼈の憩える場所になる」 
 ⽔辺にベンチがあるだけでも良い。デートスポットになったり、桜が植えられていたり、

⾺に乗れるなどのアクティビティがあると良い。 
「河原町団地の建替タイミングで、暮らす⼈も周辺の⼈も集える場になると良い」 
「既存施設をより活⽤するために、PR を強化したり、企業と連携を深めたり、多⽬的化を

することが⼤切」 

5G 

「⽼⼈いこいの家の利⽤時間をもっと遅くまでにして若い⼈も使えるようにする。ネーミン
グも検討が必要」 

「学校開放や⽼⼈いこいの家の申し込み⽅法など、公共施設を借りる場合の⽅法を明確にし
て周知する」 

「市⺠が気軽にトレーニングできる場所をもっと増やして、健康寿命を延ばす」 
「施設数は増やさなくてよいので、利⽤時間を⻑くしたり様々な⼈が使えるようにしていく

ことが⼤切」 
⼦どもだけでも集会所が利⽤できるなど 

6G 

・多世代が集まる場、⾒守りから集える場「図書館をおしゃれなコミュニティカフェに」 
・多世代が集まれる場、企業と地域を結ぶ場が必要…「企業と連携して、教室が開かれる」 

⾒守りロボット教室 
・外から⼈を呼び込む仕組みとして…「多摩川エリアを集いの場に」エリアとしてブランデ

ィングする 
・気軽に出⼊りできる場所がわからない…「⼊⼝に何をやっているのか⼀⽬でわかるシンボ

ル、掲⽰板がある」 
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当⽇のホワイトボード 
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■２グループ 
 

意⾒交換① 地域の魅⼒的な将来像を考えよう 

１）20 年後、どんな⼈がまちにいて、その⼈がどんな⽇常を過ごしているのか考えよう（⽇常の楽しみ

や困っていることなど） 

⻩塗りは幸区固有ペルソナ 
ペルソナ１ ペルソナ２ ペルソナ３ 
⼩学⽣ 
・放課後では意外と忙しい、で IT も

活⽤し、効率的に過ごしている 
・外で元気に遊びたいが、どこで誰

と遊べるか、時々困る 

⾼校⽣ 
・スポーツで体⼒づくり 
・友⼈とリアルに話し合える場 

IT 起業家 
・外国⼈と協業（共働）しやすいワー

キングスペース 
・⾼度ネットワークの利⽤環境 
・学⽣との共同研究 

ペルソナ 4 ペルソナ 5 ペルソナ 6 
東京都内の企業で働く会社員 
・仕事・プライベート共に実は川崎

以外の地域にいることが多い 
・地域で過ごしてみたいが、どこか

ら始めようか迷うことが多い 
・多摩川でのんびりすることはある 

⾳楽イベント主催者 
・買い物のみ、おでかけするなら

他のまちへ 
・近所で演奏できる所がない 
・若者が多く住んでおり、世代ギ

ャップを感じる 

銭湯経営 
・⼦供に仕事を継がせる準備と引退後

の余⽣をどう送るかを模索している 
・⼦供に家業をどう引き継がせるか 
・需要が今後⾒込まれるか 
 

ペルソナ７   
町会役員 
・同じ場所で⽣活している 
・⼦供・孫も⽣活している 
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・町会活動は⾏っていない 
・ボランティア活動はなし、される

⽅になっている 
 

1 ⼈ 3 票で共感できる意⾒にシール投票（◎⼀押しシールの数 ●その他のシールの数） 

２）⾃分たちの考えた⼈たちがいきいきと暮らし
ている 20 年後の地域の将来像を出し合おう 

意⾒交換② 
魅⼒的な将来像を実現するための 
公共施設の使い⽅アイデア 

●地域の素敵な場所、お店の情報が気軽に得られ
る 

・地域のお店の情報をネット等で調べて⾏けると
良い 

 
 

●デジタルを活⽤した掲⽰板や情報発信ツールの充
実 (●１) 

・デジタルを活⽤して⾏政主催のイベントや個⼈の
活動を知れる、掲⽰板→デジタル、スマートフォ
ン 

・⾏政施策や個⼈の活動の両⽅が集約されている 
 
●多⾔語化して外国⼈に優しくされた情報発信 
・情報、掲⽰・表⽰ 
・多⾔語の⾃治体サービス 

●多摩川沿いでおしゃれにゆっくり過ごせる場所
が増えている 

・川崎らしさ 
・多摩川沿いにおいしいおしゃれなお店でゆったり過

ごせると良い 

●多摩川で⽔辺と親和性のあるスポーツ施設、多様
な過ごし⽅が選択できる(◎１●３) 

・多摩川沿いのスポーツ施設 
・散歩などスポーツ以外でも OK 
 

●⼤学・研究室と様々な⺠間企業が協業できる場
所としくみがある(◎１●１) 

・⼦ども↔プロ、専⾨家、企業、技術者 
 
●外国⼈と融合した⽣活・職場が成り⽴っている 
・外国⼈と融合した⽣活・職場 
 
 

●コワーキングスペースを充実させる 
・⺠間(ホリプロ、富⼠通、学習塾、キャノン、)の

事業者も増 
・幸病院もイベントしている 
・不動産オーナーがワーキングスペースを提供(借料
はとる)できるよう共有代と仲介 

 
●公共施設や公共サービスと地域の⼩売店と協業す

る 
・地域の需要(公共施設等も含む)を地域の⾃営業の

お家に組み込む 
・空き物件 
 
●副業をあっせんできる公共サービススペース 
・川崎市のビジネスインキュベーション 

●働いている⼈が仕事から帰ってきてから使える
夜間営業の公共施設があると良い(図書館、ス
ポーツ施設)(◎２●１) 

・夜遅くまで使える図書館スペースがあると良い 
 
●JR の駅近くに公共施設をなるべく集約して便

利に使えるようにしたい(◎１●２) 
・利⽤者多い 

●公共↔⺠間の境をなくしていく、互いに使える 
・公共の建物でなくても⺠間のスペースで運営 
・例 ラゾーナ広場で市が買って市⺠が使える 
・トライ＆エラー、いろいろ試す 
 
●駅の近くに多⽬的ホール(⼤型のホール、⼩さい会
議室) 

・様々な使い⽅に対応できるハコ 
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・安⼼安全な街へ 
・改札⼝ 
・川崎駅の東⻄のつながり 
・ラゾーナ、駅、地域を含めたにぎわいづくり

(イベント) 
●多様な使い⽅ができる、⾃由に活⽤・活動でき

るハコが充実している(◎１●３) 
・⾃由に活動できるスペースを駅近に 

 

●友⼈や多世代とリアルに話し合える場が充実し
ている 

・オンラインに対してリアルの需要 

 

 ●⽼⼈いこいの家と学童保育を⼀体化していく(●
２) 

・核家族→仮想複会家族 
・核家族で⽼⼈と⼦どもの交流する機会が減っている 
・利⽤者の時間帯も違う 

 

グループのまとめ   
JR 川崎駅の近くに便利な公共サービ
ス、施設を集約する 
・駅近くの (可変できる⾃由な)多

⽬的ホール・にぎわいづくりのア
クション、改札もセットで回遊性
つくる 

働いている⼈(単⾝者が少ない)が帰
ってきてから使える場所があると良
い 
・公共施設↔⺠間施設の境をなくし

た運⽤をしよう→(例)場所を市が
借りて市⺠へ 

市内、区内の様々な⺠間企業と協業
した新たな働き⽅ 
・⼤学との連携、⼦どもの体験、コ

ワーキングスペース、国際交流で
きる働き⽅ 

多摩川沿いはおしゃれでゆったり過
ごせる場所に 
・⽔辺と親和性のあるスポーツ、散

歩などのゆっくりした過ごし⽅→
多様な選択肢から選べる 
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■３グループ 

 

意⾒交換① 地域の魅⼒的な将来像を考えよう 

１）20 年後、どんな⼈がまちにいて、その⼈がどんな⽇常を過ごしているのか考えよう（⽇常の楽しみ

や困っていることなど） 

⻩塗りは幸区固有ペルソナ 
ペルソナ１ ペルソナ２ ペルソナ３ 
⾼校⽣ 
・地域では遊ぶ友がいない 
・⼩学校時代の友と話せる場がある

と良い 
・イベントで同世代の友が集まれば

うれしいな 
・近くで遊ぶ友達がいない 
・場やイベントほしい 
・同世代との交流したい 

ご当地アイドル 
・休⽇は地域の商業施設へ公演に⾏

ったり、その時期の⾒頃の花が咲
く場所や野菜のとれる畑をライブ
配信している 

・バスの便が減っていて、移動の便
が悪く時間がかかってしまう 

・⾃転⾞移動でライブ⽤の機材を持
っての移動が疲れる 

IT 起業家 
・福祉施設と利⽤者のマッチングア

プリがうまくいっている 
・結婚する気はないが、パートナー

との間に⼦どもはほしい、⼦育て
したい 

・⽣活のしやすいところ＝IT インフ
ラが整っているところを探してお
り地域にこだわりはない 

・ネット環境が⼤切 
ペルソナ 4 ペルソナ 5 ペルソナ 6 
2 ⼈の⼦どもがいるシングルマザ
ー 
・平⽇は仕事と育児、休⽇は実家へ
往復するという⽇々なので、公園
へ⾏くぐらい 

・地域で何があるのか知らない 

銭湯経営 
・幸区内で唯⼀の銭湯となっている 
・皆さんの期待と裏腹に経営はひっ
迫している（⼊浴料⾦統制もなく
なり） 

⾼齢者（80 代） 
・福祉施設があちこちに築かれてい

る現在、20 年後の⾼齢者の⽣き⽅
は街の変化は？ 

・ドローンによる輸送・調査を初め
とする⽣活の変化はいちじるしい
と思います 
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・地域の⼈と仲良くして地域情報を
得たいが、そのヒマがない 

・⽗親は現状を残すことを望んでい
るが、スーパー銭湯にしたい。で
なければ経営を譲りたい 
※⼤きなイベントをやって、地域を
呼び込み、集客するためにも 

・⽼⼈ホームでは交流がない。外に
出られない。⾃由な⽣活ができて
いない 

・つながりを求めてる 
 

 

1 ⼈ 3 票で共感できる意⾒にシール投票（◎⼀押しシールの数 ●その他のシールの数） 

２）⾃分たちの考えた⼈たちがいきいきと暮らし
ている 20 年後の地域の将来像を出し合おう 

意⾒交換② 
魅⼒的な将来像を実現するための 
公共施設の使い⽅アイデア 

●⾼齢者が安⼼して、最後まで⾃分らしく暮らせ
るまち(●３) 

・⾼齢者が安⼼してコミュニケーションが取れる 
・⽣きがいがある 
・最後まで⾃分らしく⽣きられる 
・公営のグループホームと⽼⼈介護施設、保育
園、公園を⼀か所に集める 

●団地などをリノベーションして、多様なサービス
が集約された施設・エリアをつくる(●２) 

・団地などをリノベ 
・保育園、公園、⽼⼈ホーム、クリニックなど 

●困りごととできることがマッチングできる(●
３) 

・その場でつながる 
・担い⼿もたくさん登録している 
・⼦育てなどサポート 
・困りごとが解決している 
・⼦育てでお節介したい⼈たち、○○ならでき

る！(本の読み聞かせ、遊ぶ、抱っこ、お絵か
きなど)という集まり 
●忙しくても福祉、⽣活、介護、保育などに関わ

る地域の情報をすぐに得られる 
・学びながらでも、働きながらでもすぐに 

●学校の多⽬的化(◎４) 
・交流、ITの場、居場所 
・⼦どもだけはなく⼤⼈も 
●近くにたくさんある学校の空きスペースや時間を

有効活⽤する 
・学校でお茶、おしゃべり、ITの場 
・閉鎖的ではなく開放的に 
・休⽇も誰でも来れる 
・校庭、プール、体育館を多⽬的に使えるように 
・コワーキングスペース 
●⽼⼈いこいの家などで、少しの間、⼦どもを預け

てお世話してくれる場・プログラムをつくる 
・⽼⼈いこいの家でちょっとだけ⼦どもの世話をし

てもらう、したい⼈がする 
・リソースがあっても分からない 
・⽼⼈いこいの家→お家っぽい⾃宅の延⻑ 

●IT化されたまち 
・インフラが整っている 
・ビジネスが⽣まれる機会に 
・起業などのビジネスがしやすい 
・連絡、コミュニケーションしやすい 
・⼈同⼠もつながる 
・ノウハウ集まる 
・ストレスがない、強い IT 化されたまち 

 

●乗り合いで移動が楽なまち 
・⾼齢者、若者、⼦育て中は⾞を持っていない 
・みんなで乗り合いできる。移動できるようにな

っていると良い 

●学校に乗り合い場、スポット 
・広いスペース確保できる 
・⾝近にある 
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●同世代・学校別で区⺠祭でリアルに集まれる 
・成⼈式の学校別同窓会のような集まりを区⺠祭

の時に 
・友達づくりの場、地元のつながりがある 
・まちへの愛着になる 

 

 ●地域の⽂化、伝統を継承する場 
・伝統の⼤切さ 
・祭り、ふえ、太⿎、習字、舞の環境整備 

 

グループのまとめ   
困っている⼈も助けたい⼈もすぐに
つながるために、マッチングできる
しくみがあるまちに 
 

⾼齢になっても安⼼して、⾃分らし
く⽣きられるために、多様なサービ
スが集約されたエリアづくりをする 

今の資源を最⼤限に活⽤し、多様な
ニーズに対応できるように、歩いて
⾏ける⾝近な学校をよりフレキシブ
ル（時間、空間、⽬的）に活⽤する 

 

■４グループ 
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意⾒交換① 地域の魅⼒的な将来像を考えよう 

１）20 年後、どんな⼈がまちにいて、その⼈がどんな⽇常を過ごしているのか考えよう（⽇常の楽しみ

や困っていることなど） 

⻩塗りは幸区固有ペルソナ 
ペルソナ１ ペルソナ２ ペルソナ３ 
⾼齢者（80 代） 
・古市場に住んでいる 
・歩道、⾃転⾞、通交の安全性や整

備に関⼼がある 
・⽼⼈公共施設に趣味（⽂化サーク

ル）の仲間がいる 
・孫と近くの公園に出かける 

町会役員 
・同⼀世代者の減少による不安 
・町会役員と若者世代とのつながり

の必要性が問われる 
・各地域職員との連携 
・こまったときに地域を超えて連携

できるとよい 

銭湯経営 
・お客が減り銭湯も⽼朽化 
・建て替えるお⾦もなく緊迫 
・投資を⾏い、⽣活する分はなんと

か確保している 

ペルソナ 4 ペルソナ 5 ペルソナ 6 
IT 起業家 
・区役所へ⾏かなくても⼿続きでき

ると良い 
・バスケしたいが、やる場所が少な

い 
・ネットワークイベントはいつも東
京で⾏われている 

・オペラやバレエは川崎にない 
・おしゃれなコアワーキングスペー

スでネットワーキングしたい 

⾼校⽣ 
・成⼈となるときに地元の友⼈は多

くないかもしれない 
・スマホゲーム等では無く⾃分なり

の将来⼈⽣設計をよく考えていて
ほしい 

 

ご当地アイドル 
・「⾳楽のまち」だからもっと活動

しやすいと思っていたが、結局都
内のライブハウスに出るしかな
く、ご当地感が出ない 

・そもそも「幸区らしい」アイドル
に限界を感じている 

 

ペルソナ７ ペルソナ８ ペルソナ９ 
⼩学⽣ 
・バスケする場所が少ない 
・IT スキルを学びたい 
・もっと公園がたくさんあると良い 
・図書館で勉強できない 
・もっとおしゃれだと良い 

⾳楽イベント主催者 
・南河原町に住んでいる 
・楽器店（ラゾーナ島⽥楽器やミュ

ーザのレンタルルームを借りた演
奏練習が忙しい 

・仲間とのライブ打合せに近くの喫
茶店などでよく会合を⾏う 

・⾳楽⼤学関係者との交流が増加す
る 

・夫妻で⽼後の年⾦・保険・医療の
話をする 

夫婦⼆⼈の世帯 
・近所の友⼈と休⽇はお茶をして過

ごしている 
・体を動かすことが減り、肥満ぎみ 

ペルソナ 10   
町会役員 
・⾃分の出⾝地であり、いわば
「愛」で活動しているのだが、家
族には少し理解されていない 

・転⼊者が多く、町会へ積極的に参
加してもらえない 
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1 ⼈ 3 票で共感できる意⾒にシール投票（◎⼀押しシールの数 ●その他のシールの数） 

２）⾃分たちの考えた⼈たちがいきいきと暮らし
ている 20 年後の地域の将来像を出し合おう 

意⾒交換② 
魅⼒的な将来像を実現するための 
公共施設の使い⽅アイデア 

●スポーツセンターやまち中で様々なスポーツの
練習ができている 

・「スポーツセンター」でバスケやテニスのサーブ練
習など各種の欲求を満たしてくれる 

・好きなものでつながりができる 
・バスケコートがまち中にある 
 

●スポーツセンターを多種⽬の競技が練習できる場
所にする 

・スポーツセンターの多種⽬練習場化（フル活⽤） 

●みんなが資⾦を出し合って運営しているスペー
スができている(●１) 

・スポンサーがいる 
・企業、市政、個⼈など割り勘や援助で安くスペース

を活⽤できるようになる 
・スポーツ、⾳楽などができる場 
・ストリート系の練習場所 
・オンラインでのコミュニティがあるとよい 
・若い⼈が使いやすい場所があったらよい 
●新しいことにチャレンジできる場所がある 
・新しい事にチャレンジできるリアルな場所がある 
・マイナ―スポーツ→セパタクロー？ 
・eスポーツなど 

●市⺠プールが復活すると良い 
・市⺠プールをつくる 
●公共施設の利⽤料をとる 
・区役所、学校、図書館など利⽤料をとってよりオープン

になると良い 
●学校の空き教室などの活⽤がより進むと良い 
・⾳楽室がライブハウスに、体育館が競技場に（学校） 
・廃棄する⾷品物を使って料理教室などを⾏う 
・学校や空きスペースの活⽤促進 

●役所の⼿続きが全てオンラインになっている 
・役所の⼿続はすべてオンラインで完結 
 

●全ての公共施設がオンラインで空き状況を確認し
たり、予約できると良い 

・全ての公共施設の空いている会議室や体育館をオンライ
ンで予約、⼊退室管理システム Akerunで管理 

・オンラインで予約ができるようにする 
●ラゾーナは段差がないから⼈がたくさん集まる 
・ベビーカーでも買い物に⾏きやすい 

 

●気軽に情報交換できる掲⽰板があり、仲間を探
せる窓⼝になるとよい 
・交流できるイベントが増え、どこで開催されている

のか、残りの求⼈数が分かる（毎⽇） 
・⽼⼈の友だち作り、サークル活動募集など、HPでク

イック検索できる 
・チラシをオンラインで閲覧できると良い 
・地域や世代を超えて交流がある 
・⽇々の中で⾏事への顔出しと声掛けを⾏い、互いの
悩みを解決させる 

・各施設の利⽤ 

 

●地域の⼈が先⽣になったり、プロから学べた
り、経験の共有する場があるとよい 

・アマチュアがプロに気軽に聞ける機会がある 

●コミュニティ保育⼠がいる託児所があるとよい 
・コミュニティ保育⼠ 
・託児できる場所があるとよい 
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・学び、エンタメ、部活とか 
・企業が⽀援して関わりやすくなるとよい 

・世代を超えた交流ができる 
●こどもセンターの機能を増やす(◎１) 
・こどもセンターの複合利⽤（Wi-Fi化）で⾃習室やノー

ト PC持込可などニーズ対応 
●IT⼈材が集まるシリコンバレーがある 
・IT ⼈材が集まるシリコンバレーのような町に 
・ネットワーキングイベントが川崎でたくさん 
・おしゃれなコワーキングスペースがたくさん 

●イノベーションセンターがある(◎１) 
・イノベーションセンターをつくる 
・IT企業、投資家、⾃治体が集まる 
・新しいことにチャレンジできる場所 
・1箇所にまとまっている 

●⾃宅以外でも好きなことをして過ごせる、落ち
着ける場所がある 

・趣味ができる場所 
・作業できる場所 
・友⼈とお茶を飲める 
・勉強できる場所 
・⾃宅以外にも落ち着くことができる空間がある 

●公共施設をもっと PR してほしい 
・若い世代と⽼⼈世代の交差する要望を調整し、ともに過

ごせる場所づくり（臨海部・多摩川など） 
・使い⽅を含めて発信、⾝近なのに⾝近じゃない 
●図書室が⾃習室になるとよい 
・⼤きくておしゃれな図書館をつくる 
・席を増やす 
・本をタブレット化して、場所を捻出できないか 

 ●施設名に利⽤者を限定するような⾔葉を⼊れない 
(●１) 
・⽼⼈施設と⼩さな⼦供施設の接近配置 
・⼦ども⽂化センターの“⼦ども”、⽼⼈いこいの家の“⽼

⼈”を取ったようなスペースづくり 
●オペラやバレエが川崎で⾒れる 
・オペラやバレエが川崎で⾒れる 

●⾳楽に触れられる場所の創出(◎１) 
・「⾳楽のまち」らしく楽器練習の場や⾳楽⼈の集まる場

所を創出する（既存施設の利⽤可） 
●河原町団地を住宅だけではなく、おしゃれな複合

施設ができるとよい(◎１●２) 
・河原町団地をもっとおしゃれに 
・オペラ、レストラン、カフェなどがある 
・市営住宅を多⽬的スペース化し、家は３Dプリンタで作

り、安く、貸します（市、企業、個⼈） 
・合築施設の検討を図りスペース活⽤ 

 ●公共施設をつなぐ交通網がある 
・メイン施設を決める中で巡回交通網を無料で実施してい

く 
●公園がたくさんある 
・公園がたくさん 
・⼤きくて⾃由度のある公園がある 
・代々⽊公園とか 
 

●広い公園が整備されている(●１) 
・公園を整備し、2~3段のスペース（公園）にする 
・セントラルパークのような⼤きな公園をつくる 
●⼟⼿をおしゃれにしてデートスポットになるとよ

い(◎１●４) 
・⼟⼿をもっとおしゃれに、デートスポットに 

 ●利⽤者に応じてバーチャルな空間やリアルな空間
を演出できる場があると良い(●１) 

・バーチャル空間またはマッピング、貼紙（簡易）で空間
を演出できる 

・例えばカワスイのようなイメージ 
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 ●個⼈や企業が関わりやすいしくみをつくる 

・川崎・幸区のポイント制度を作り、個⼈、⼜は企
業に還元 

 

グループのまとめ   
⼟⼿が⼈の憩える場所になる 
・⽔辺にベンチがあるだけでも良い 
・デートスポットになったり、桜が
植えられていたり、⾺に乗れるな
どのアクティビティがあると良い 

河原町団地の建替タイミングで、暮
らす⼈も周辺の⼈も集える場になる
と良い 

既存施設をより活⽤するために、PR
を強化したり、企業と連携を深めた
り、多⽬的化をすることが⼤切 

 

 

■５グループ 
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意⾒交換① 地域の魅⼒的な将来像を考えよう 
１）20 年後、どんな⼈がまちにいて、その⼈がどんな⽇常を過ごしているのか考えよう（⽇常の楽しみや困っ

ていることなど） 
⻩塗りは幸区固有ペルソナ 

ペルソナ１ ペルソナ２ ペルソナ３ 
銭湯経営 
・⽼⼈のいこいの場所にする 
・孫と⼀緒に交流の場 
・銭湯をイベント会場にする 
・⾷事もできる 

2 ⼈の⼦どもがいるシングルマ
ザー 
・休みの⽇は、地域のこども向けイ

ベントに参加している 
・育児⽀援サービスがもっと充実し

ているとよい 
・休⽇の保育、家事代⾏ 

⼩学⽣ 
・塾通いをし、才能を⾼めることも

良いと思うが⺟との時間をもっと
⼤切にしなければと思います 

・⽼⼈との親睦も考えましょう 

ペルソナ 4   
東京都内の企業で働く会社員 
・商業施設で⾷事、映画など 
・地域住⺠との関係が希薄 
・近隣にどんな⼈が住んでいるか知

らない 

  

 

1 ⼈ 3 票で共感できる意⾒にシール投票（◎⼀押しシールの数 ●その他のシールの数） 

２）⾃分たちの考えた⼈たちがいきいきと暮らし
ている 20 年後の地域の将来像を出し合おう 

意⾒交換② 
魅⼒的な将来像を実現するための 
公共施設の使い⽅アイデア 

●誰でも気軽にふらっと寄れるような地域のスペ
ースがある 

・誰でもいつでもお話し合いのできる施設を早急
に作ることが⼤切。⽣きがいを考える 

・地域の集会所の⾼度利⽤。使う機会をもっと増
やす 

・⼦どもも利⽤できるようになっている 
●⼦育て世代の交流の場がある 
・⼦育て世代の⽅々の交流の場がある 

●⼦どもだけでも集会所など利⽤できるように(◎１
●１) 

・地域の集会所などを、⼦どもだけでも利⽤できる
ようにする 
●施設数は増やさなくてよいので、利⽤時間帯を⻑

くして様々な⼈が使えるように 
●⽼⼈いこいの家の利⽤時間をもう少し遅くまでに

し若い⼈も使えるように (◎２●１) 
・⽼⼈いこいの家を決まった団体が固定で使ってい

ることが多い 
・⽼⼈いこいの家が午後４時までしか使われないの
はもったいない 

・⽼⼈いこいの家のネーミングも検討必では？ 
・⽼⼈いこいの家を若い⼈にも使えるようにする 
・こ⽂の機能も⼊れると⼦育てママにとっては近く

て便利になる 
・トレーニングの機能も 

 ●公共施設を借りる場合の⽅法を明確にして広める 
●廃校になった⼩学校のグランドもほとんど空いて

いるので活⽤する 
・廃校になった⼩学校のグランドが、平⽇のグラウ

ンドゴルフくらいでほとんど使われていないのが
もったいない 
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●学校開放の申し込みをもっと⼀般に開放する(●
４) 

・地域によっては、学校開放が固定の団体がおさえ
ている場合がある 

・町会が運営しているケースもある 
・町会に⼊ってない⼈はどのように借りたらいいか

もわからない 
・もっと多くの⼈が学校開放の申し込み⽅法を知っ

ていると良い 
●トレーニングできる場所がもっとあるとよい(◎１
●２) 

・市⺠がトレーニングできる場所がもっと増えると
よい→健康寿命がのびる 

●ベビーシッターや家事代⾏のサービスが安く気
軽に利⽤できる 

・ベビーシッターや家事代⾏のサービスが安く気
軽に利⽤出来ている 

 

●年⾦に対する不安が少し減っている 
・将来の年⾦受取に対する不安が少し減っている 

 

●銭湯が地域のコミュニティサロンのような機能
をもっている 

・銭湯では⾷事もできたり地域のサロンのような
場所になっている 

・銭湯が⼦ども⾷堂の機能も担っている 
・銭湯が町内の⼈のミニコンサート会場に 

 

●学校にワーキングスペースがあり、学校で様々
な職業の⼈と接する機会がある 

・学校内に社会⼈向けワーキングスペースが設置
され、児童が多様な職業の⼈と接する機会があ
る 

 

●⾃治会の枠をこえてイベントに参加する 
・⾃治会の枠を超えて参加可能なイベントが週末

に開催されている 

 

 ●宅配便の受け取り機能も 
・公共施設の数が思っていたより多い→公共施設が
宅配便の受取拠点になっているとよい 

 

グループのまとめ   
⽼⼈いこいの家の利⽤時間をもっと
遅くまでにして若い⼈も使えるよう
にする。ネーミングも検討が必要 

学校開放や⽼⼈いこいの家の申し込
み⽅法など、公共施設を借りる場合
の⽅法を明確にして周知する 

市⺠が気軽にトレーニングできる場
所をもっと増やして、健康寿命を延
ばす 

施設数は増やさなくてよいので、利
⽤時間を⻑くしたり様々な⼈が使え
るようにしていくことが⼤切 
・⼦どもだけでも集会所が利⽤でき

るなど 
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■６グループ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意⾒交換① 地域の魅⼒的な将来像を考えよう 

１）20 年後、どんな⼈がまちにいて、その⼈がどんな⽇常を過ごしているのか考えよう（⽇常の楽しみ

や困っていることなど） 

⻩塗りは幸区固有ペルソナ 
ペルソナ１ ペルソナ２ ペルソナ３ 
⼩学⽣ 
・塾の前後に友⼈とサッカーをして

いる 
・帰りが遅くなり⺟親を⼼配させて

しまう 

⾳楽イベント主催者 
・妻と近くに買い物に⾏く（夫婦の距
離近い） 

・県外の⼈とオンラインで飲み会をし
て開催者を探している 

・ピアノ演奏の発信 
・⾳楽イベントの参加者が少ない 

銭湯経営 
・若者世代と交流したいと思いつ
つも、昔からのコミュニティと
変わらぬ⽇々を過ごしている 

・銭湯利⽤者が減り経営難 

ペルソナ 4 ペルソナ 5 ペルソナ 6 
ご当地アイドル 
・地域イベントに出演しつつ、⾃分

でも地域の良いところを探して回
っている 

・バーチャルアイドルの⼈気に押さ
れて仕事が減少 

2 ⼈の⼦どもがいるシングルマザ
ー 

・⽇々をこなす（⽣きる）ことに必死
で⼦どもとの時間や⾃分の時間が欲
しいと思っている 

・同世代と接する機会が少なく相談や
話し相⼿がいない 

東京都内の企業で働く会社員 
・住まい近くには知り合いがおら
ず、災害の時など不安 

・仕事も楽しいが、⼈⽣これでい
いのかなと思っている 
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ペルソナ７ ペルソナ８  
町会役員 
・同年代の⼈と趣味の旅⾏ 
・パート（親の介護でお⾦必要） 
・町内会に参加する⼈がいない 
・どういう⼈が住んでいるかわから

ない 

夫婦⼆⼈の世帯 
・定年が近いが、近所に話をする⼈が

いなく、孤独感を感じている 
・妻は、パートの友達など、友達も多

く出かけることが多いので、夫とし
ては寂しい 

 

 

1 ⼈ 3 票で共感できる意⾒にシール投票（◎⼀押しシールの数 ●その他のシールの数） 

２）⾃分たちの考えた⼈たちがいきいきと暮らし
ている 20 年後の地域の将来像を出し合おう 

意⾒交換② 
魅⼒的な将来像を実現するための 
公共施設の使い⽅アイデア 

●⾒回り、パトロールのロボットがいて、安⼼し
て暮らせる 

・話しかけられるロボット 

●企業がロボットづくりなどの教室を開いている(◎
１●１) 

・パトロールロボットを作る 
・作ったロボットは地域に出ていく 

●銭湯など多世代が集まる憩いの場がある 
・銭湯がスパのように多世代が集ういこいの場に

なっている 
・銭湯で楽しいイベントがある 
・無料ではなく有料であることで、⾏きやすさに

つながる 
●⼦どもを⾒守りながら安⼼安全に楽しめる場所

がある 
・⼦どもが遊べるスペースがあるスタバ 
・みんなで⼦育て、うるさくしても⼤丈夫 
 

●⽼⼈いこいの家において、定期的にランチ会、⼣
⾷会がある 

・有料で開催する 
・⾏ける時間に参加することで新たなコミュニティ

ができる 
・⼦ども⾷堂の機能も持たせる 
●図書館をおしゃれなコミュニティカフェとしてつ

どいの場にする(◎１●１) 
・図書館の本は電⼦化されて順番を待たずにレンタ

ルすることができる 
・本棚エリアをカフェスペースにする 
・アクセスの良さを活かす 
●⽼⼈いこいの家を⽇曜休館⽇に⼦どもの遊び場と

して開く(●１) 
・「⼦ども」「⽼⼈」などのくくりは不要（⽼⼈い
こいの家→いこいの家で良い） 

●近所で気軽に頼れる⼈間関係がある 
・⺟親が帰ってくるまで、気軽に⾏ける⼈がいる

という⼈間関係ができると良い 
・⼈間関係が⼤切 

 

●バーチャルシティがあり気軽に交流ができる 
・気軽に参加することができる 
・⾃分からバーチャルに参⼊する 
・バーチャルシティカワサキ 

 

●地域の枠を超えてつながり、楽しめる仕組みが
ある 

・旅⾏など 
・積み⽴てしたお⾦で年に１会の旅⾏を楽しむ 
・町内会旅⾏ 2.0 

●地域に町内会旅⾏ 2.0専⽤のバスがある 
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・趣味仲間でつながる 
●気軽な介護の預け先がある 
・保育所のような預け先がある 

 

●⾼齢者が運動する場がある 
・初⼼者でも、⾼齢者でも運動できる 
 

●多摩川をランエリアなどスポーツの場に(◎１●
１) 

・働き世代の集客のキーにする 
●地域で無理なく活動できる機会がある 
・町内会の新しいあり⽅ 
 

●⼊⼝に掲⽰板があり、いつ何をやっているのかが
わかる(●３) 

・公共施設の⼊⼝には電⼦掲⽰板を設置して、いつ
何のイベントが有るか⽤途などが明確になると良
い 

・QRコードでより詳しく 
・電光掲⽰板など、⼀⽬でわかるシンボル 

 ●学びのあるお泊り会ができる(◎１●１) 
・お泊り会を通じて⽼⼈福祉センターで健康のポイ

ント、気をつけるべき⾷⽣活など⽼後らしい学び
が得られる 

・⽼後不安などの解消、コミュニティのきっかけに
する 

・他地域からお試しで暮らせることで、まちの集客 
につながる 

 ●頼みたい⼈と頼まれたい⼈のマッチング 
・頼みたい⼈と引き受けられる⼈が簡単にマッチン

グできるようなシステムを公共機関がつくる 
・公共のシステム 
・その⼈の所在がわかると良い 

 ●施設のデザイン(内装)にこだわる 
・施設のデザインをおしゃれに 
・デザインがよければインスタ映えする 
・建替えよりもリノベが良い 

 

グループのまとめ   
多世代が集まる場、⾒守りながら集
える場が必要…「図書館をおしゃれ
なコミュニティカフェに」 

多世代が集まれる場、企業と地域を
結ぶ場が必要…「企業と連携して、
教室が開かれる」 
・⾒守りロボット教室 

外から⼈を呼び込む仕組みとして…
「多摩川エリアを集いの場に」 
・ランエリアとしてブランディング
する 

気軽に出⼊りできる場がわからない
…「⼊⼝に何をやっているのか⼀⽬
でわかるシンボル、掲⽰板がある」 
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幸区｜ワークショップアンケート結果まとめ 

参加者 22名、回答率 100％ 

1. あなたの年代に◯をつけてください 

 

 

 

 

 

 

 

2. 今回のワークショップへの参加を決めた理由は何ですか。（複数回答） 

「⾝近な公共施設の使い⽅に関⼼があったから」、「川崎市の資産マネジメントの取組に関⼼があっ

たから」「今回のワークショップの内容が⾯⽩そうだったから」の順に回答が多かった。 

①第１回のワークショップが楽しかったから 8 12.9% 

②川崎市の資産マネジメントの取組に関⼼があったから 12 19.4% 

③⾝近な公共施設の使い⽅に関⼼があったから 15 24.2% 

④今回のワークショップの内容が⾯⽩そうだったから 10 16.1% 

⑤ワークショップの⽇程的に、参加できそうだったから 9 14.5% 

⑥謝礼が出るから 2 3.2% 

⑦その他 6 9.7% 

無回答 0 0.0% 

計 62 100.0% 

  

10 代 0 0.0% 

20 代 1 4.5% 

30 代 5 22.7% 

40 代 3 13.6% 

50 代 2 9.1% 

60 代 3 13.6% 

70 代以上 7 31.8% 

無回答 1 4.5% 

計 22 100.0% 
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「その他」の記載 
・前回のワークショップを受け、住んでいる⽅々が真剣にまちづくりのことを意識している様を肌

で感じ、またやってみたいと思ったから 

・様々な意⾒、幸区、川崎区の考えを聞けるから 

・地域活動への参加 

・他の⽅々の住⺠⽬線の意⾒、アイディアを聞きたかったから 

・盛り上がるムードをつくる 

・⽇程と時間帯が参加しやすかった 

3. 第２回のワークショップを通じて、モデル地域のことについて理解できましたか？ 

「とてもそう思う」が 30%超、「そう思う」が 50％弱と、8割近くの⼈が理解できたと回答した。 

 

 

  

とてもそう思う 7 31.8% 

そう思う 10 45.5% 

どちらでもない 2 9.1% 

あまり思わない 1 4.5% 

全く思わない 0 0.0% 

無回答 2 9.1% 

計 22 100.0% 
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○をつけた理由をお書きください。 

○「とてもそう思う」理由 
・今回のイントロでの年齢別の⼈⼝動向や地域特⾊は⽰唆に富むものでのちの議論の指針となった 

・⾒やすい資料で⼈⼝動態や⾼齢化率等が分かり、地域の課題が理解できたので 

・⼈⼝動態、施設⼀覧、特徴などの資料として整理されている情報がわかりやすかった。・同じグル

ープの⽅々からの発⾔から過去のまちの経緯も含めて知ることができた 

・⼈⼝増減や年代構成、多摩川に⾯していること、企業が多いといった地域資源を再確認できまし

た 

・議論について話題がそれずに話せた 

・他の⼈の意⾒が具体的に聞け、集約されていく過程がとても参考になった 

○「そう思う」理由 
・グループ討議内での意⾒交換で確認できた 

・起業しやすいまちにして、若者や企業を集めるなど、もっと斬新で今からでもできることがあり

そうだと感じた。 

・地域資源はかなりある 

・勉強になった 

・実感としてあった点について、資料等でその通りの結果が出ていたので 

・具体的な施設や課題について考えることができた 

・今後の発展を考えることができた 

・考えることが出来ない施設を他の⽬的に利⽤できることが理解できました 

○「どちらでもない」理由 
・昨年越してきたばかりなので、地域や⽴地がまだ実感が湧かない部分もあるが、今回のワークシ

ョップでどんな地域なのか、なんとなく分かることができたので、どちらでもないにした 

○「あまり思わない」理由 
・⽣活していくうえではあまり意識しない⼤企業や少し遠くのエリアの話があり、⾃分の地域のこ

ととして考えるのが難しい時もあった 

4. 「ペルソナ」を通じ、モデル地域の魅⼒的な将来像や施設の使い⽅を考えることが
できましたか？ 

「とてもそう思う」40%超、「そう思う」が 40%弱と、８割近くの⼈が考えることができたと回答

した。 
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とてもそう思う 9 40.9% 

そう思う 8 36.4% 

どちらでもない 2 9.1% 

あまり思わない 0 0.0% 

全く思わない 0 0.0% 

無回答 3 13.6% 

計 22 100.0% 

 

○をつけた理由をお書きください。 

○「とてもそう思う」理由 
・ペルソナの具体的な家族像、将来像がリアリティに富むもので現実感のある提案につながったと

思う 

・様々な世代や⽴場の⽅が持っている関⼼ごとに興味があったので 

・ファシリテーターが良かった。スライドを使っての説明もわかりやすかった 

・既存施設の改善点や思わぬ使い⽅が出てきて良かったです 

・どういうまちになってほしいかをペルソナに重ねて考えられました 

・20 年後の⾃分と同年代のペルソナだったのでリアルだった 

・幸区の地域的独⾃性が新たに発⾒できたと同時に多摩川という素晴らしい資源の魅⼒に新たに気

がつけたことがとても良かった 

○「そう思う」理由 
・居住者の動向も⽰されていたため、より未来像がわかった 

・様々な⽴場になって考えることは公共という⾯から⼤事だと思う 

・区⺠として当然 

・ペルソナになって思いを巡らすことで⾃分ごとに落とし込んで考えることができたため 

・他の⽅の意⾒をきいて⾃分とは違う視点に気づき、とても勉強になった 

・⼈⼝が減る時にいろいろな利⽤ができる施設があることに感⼼させられました 

・悩んでいろいろ考えたり、他の⽅の意⾒も聞いたりして、すごく刺激になったし、施設や未来に

ついて考えることができた。もっといろんな意⾒を知りたい 

○「どちらでもない」理由 
・施設の使い⽅という切り⼝は議論が少なかった 

・アイディアをあまり出すことができませんでした 
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５.次回に向けたご意⾒や、本⽇参加した感想などご⾃由にお書きください。  

◯有意義な話し合いができた。参考になった 
・実施設を検討材料にするのはとても良いことだと思います。それが計画に反映されるのだと思う

と気が引き締まります。 

・幸区の未来について、有意義なディスカッションができました。ありがとうございました。 

・住⺠⽬線の声を私も聞けて⼤変参考になりました。 

・2 回⽬からの参加でしたが振り返りから⼊っていただけて馴染みやすかったです。ファシリテート

もスムーズで良かったです。 

・他の班の意⾒もとても参考になりました。 

・⾼齢者になり、これから利⽤させて頂くことが多いと思う時にこのワークショップに参加するこ

とが出来て幸せです。 

・今回参加して、うまく考えられるか少し不安だったが、いろんなことを考えることが出来て良か

った。また次回参加していろんなことを知ったり考えたりしたい。そしてお役に⽴てられたらと

思う。 

◯公共施設⼀覧の資料がよかった 
・最後に頂いた公共施設⼀覧が実は区⺠として最もほしいパンフレットだったと⾔えます。 

◯学校以外の施設の使われ⽅について知りたい 
・短冊にしたもので実際に動いているものが学校以外にもあったら知りたい・学校というワードが

多く出てくるのは学校以外⾝近な公共施設が無いからではないかと思った。 

◯ブランディングなどの視点も⼊れるとよい 
・⼈⼝減や⾼齢化を前提にするだけでなく、都⼼に近いエリアなのでブランディングと働く世代の

集客に⽬を向けた公共施設のあり⽅という視点も⼊れていただけたら、発展するエリアになりそ

うで嬉しいです。 

◯20 代が少ないのは寂しい 
・前回のアンケートの結果、20 代が⾃分しかいないことに気がつき、寂しかった（笑） 

◯区のビジョンを知りたい 
・区の⾏政サイドがどのようなビジョンを持っているのか知りたい。 

◯三連休は避けた⽅がよい 
・三連休は避けて開催していただけると⽋席者は減ると思います。 

 

 


